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13：00 開会の辞 高橋 直之 大学院歯学独立研究科長
一 般 演 題





















５．上顎歯肉に発生した combined desmoplastic melanomaの一例
中野敬介，落合隆永，長谷川博雅
（松本歯大・口腔病理）







特 別 講 演




15：45 閉会の辞 澁谷 徹 松本歯科大学学会 集会幹事長















































不透過像か？ 混合か？ ②境界は明瞭か？ 不明瞭か？ ③病変の範囲は？ ④単胞性か？ 多胞性





































































骨の形成や osseous dysplasiaや ossifying fibroma様の線維性組織内に骨ないしセメント質様の硬組織
形成および aneurysmal bone cyst様の血液を内部に容れる多嚢胞様構造が観察された．病変の占拠部
位，画像所見および病理組織学的所見から最終診断は focal osseous dysplasiaとした．ODは病期によ
り多彩な組織像を呈する疾患であることを考慮した病理組織診断を行うことが重要であろう．
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